
田
舎
だ
し
、
寒
い
し

農
業
産
出
額
の
野
菜
部
門
で
全
国
１
位

を
９
年
連
続
で
獲
得
し
た
「
茨
城
県
鉾
田

市
」
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

鉾
田
市
に
よ
る
と
、
同
市
に
暮
ら
す
外

国
人
技
能
実
習
生
は
２
０
２
３
年
１
０
月

時
点
で
３
０
０
６
人
。
人
口
約
４
万
７
０

０
０
人
の
内
６
％
以
上
が
外
国
人
技
能
実

習
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
全
国

有
数
の
外
国
人
技
能
実
習
生
密
集
地
で
今
、

「
技
能
実
習
生
が
来
て
く
れ
な
い
」
と
嘆

く
農
家
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
市
内
で

根
菜
農
場
を
経
営
し
て
い
る
社
長
の
話
で

は
、
「
２
０
１
６
年
に
初
め
て
技
能
実
習

生
を
受
入
れ
て
か
ら
、
多
い
時
に
は
４
人

の
技
能
実
習
生
が
同
時
に
働
い
て
い
ま
し

た
。
す
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
人
で
す
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
技
能
実
習
生
が
来
て
く

れ
な
く
な
り
、
今
残
っ
て
い
る
の
は
１
人

だ
け
で
す
。
そ
の
１
人
の
契
約
も
今
年
の

夏
ま
で
で
切
れ
た
ら
０
に
な
り
ま
す
。
」

な
ぜ
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
来
な
く
な
っ
た

の
か
？
茨
城
県
内
の
監
理
団
体
（
協
同
組

合
）
の
担
当
者
の
話
で
は
、
「
４
～
５
年

前
ま
で
は
、
実
習
先
の
所
在
地
に
こ
だ
わ

る
ベ
ト
ナ
ム
人
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
は
、
【
田
舎
に
は
行
き
た
く
な
い
】

【
寒
い
地
域
で
の
農
業
は
嫌
】
と
い
う
ベ

ト
ナ
ム
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
正
直
、

茨
城
県
内
の
実
習
先
と
し
て
は
鉾
田
市
は

不
人
気
で
す
。
鉾
田
市
に
く
る
技
能
実
習

生
の
国
籍
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
ベ
ト

ナ
ム
人
が
首
位
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
抜
か
れ
て
い
ま
す
。
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
な
ど
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
も
同
じ
問
題
に
直
面
し
な
い
か
不
安

で
あ
る
と
明
か
し
て
い
た
。

技
能
実
習
生
の
国
籍
変
遷
の
背
景
に
は

日
本
の
給
与
水
準
が
、
外
国
か
ら
見
れ
ば

大
き
く
目
減
り
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
国
の
賃
金
が

低
い
国
の
人
し
か
日
本
に
来
て
く
れ
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

「
男
性
全
面
的
に
出
国
停
止
」
の
噂

が
流
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
現
時
点
で
も
具

体
的
な
方
向
性
は
見
え
な
い
と
の
事
で
す
。

送
出
機
関
の
話
で
は
、
全
面
的
に
出
国

禁
止
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
の
見
解
で
す

が
、
遅
延
な
ど
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
は

高
い
た
め
、
本
年
度
中
に
入
国
を
希
望
し

て
い
る
場
合
は
、
一
旦
他
国
で
検
討
し
て

下
さ
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
（
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ

イ
ト
）
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
特
定
技

能
外
国
人
を
４
０
０
０
人
規
模
で
受
入
れ

る
計
画
と
発
表
し
た
。
背
景
に
は
、
外
食

や
小
売
、
流
通
の
現
場
の
深
刻
な
人
手
不

足
が
あ
り
ま
す
。

非
正
規
社
員
が
不
足
し
て
い
る

・
外
食
・
・
・
７
５
％

・
飲
食
料
品
小
売
業
・
・
・
５
７
％

「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
に
代
わ
っ

て
２
０
２
７
年
６
月
ま
で
に
創
設
さ
れ
る

「
育
成
就
労
」
に
つ
い
て
、
政
府
は
詳
細

を
定
め
る
関
係
省
令
の
素
案
を
２
月
６
日

の
有
識
者
懇
談
会
に
示
し
た
。
１
～
２
年

で
認
め
ら
れ
る
転
籍
に
関
連
し
て
都
市
部

へ
の
集
中
を
防
ぐ
対
策
や
、
来
日
渡
航
費

な
ど
の
初
期
費
用
を
分
担
す
る
仕
組
み
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
議
論
を
重
ね
、

夏
ご
ろ
関
係
省
令
が
公
布
さ
れ
る
。

育
成
就
労
制
度
の
在
留
期
間
は
原
則
３

年
。
働
き
な
が
ら
技
術
を
習
得
し
て
も
ら

い
、
最
長
５
年
間
在
留
で
き
る
特
定
技
能

１
号
の
水
準
ま
で
育
成
す
る
。

受
入
れ
企
業
は
、
育
成
就
労
外
国
人
が

日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
（
初
級
レ
ベ
ル
）

に
合
格
で
き
る
よ
う
、
３
年
間
で
１
０
０

時
間
以
上
、
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
、
費
用
も
負
担
す
る
。
育
成
就
労
の
３

分
の
１
以
上
は
「
必
須
業
務
」
に
従
事
さ

せ
る
。

来
日
渡
航
費
な
ど
の
初
期
費
用
を
転
籍

前
の
企
業
だ
け
が
負
担
す
る
不
平
等
を
な

く
す
た
め
、
育
成
就
労
外
国
人
が
転
籍
す

る
ま
で
の
期
間
が
短
い
ほ
ど
転
籍
先
の
企

業
が
よ
り
多
く
費
用
の
負
担
す
る
仕
組
み

を
設
け
る
。

技
能
実
習
制
度
で
は
実
習
生
が
多
額
の

借
金
を
背
負
わ
さ
れ
た
問
題
の
解
消
に
向

け
て
、
育
成
就
労
外
国
人
が
送
出
し
機
関

に
支
払
う
費
用
は
、
日
本
で
受
け
取
る
月

給
の
２
ケ
月
分
を
上
限
と
し
、
超
え
た
額

は
受
入
れ
企
業
が
負
担
す
る
。

育
成
就
労
制
度
で
は
１
～
２
年
働
け
ば

本
人
意
思
の
転
籍
が
で
き
る
が
、
企
業
が

受
入
れ
ら
れ
る
転
籍
者
数
は
、
在
籍
す
る

育
成
就
労
外
国
人
の
３
分
の
１
以
下
に
制

限
。
さ
ら
に
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
企
業

が
受
入
れ
る
場
合
は
、
６
分
の
１
以
下
と

す
る
。
地
方
の
優
良
企
業
は
よ
り
多
く
の

人
数
を
受
入
れ
ら
れ
る
対
策
も
講
じ
る
。
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東
日
本
経
友
会
通
信

「
技
能
実
習
生
」が
来
て
く
れ
な
い
・・・

「
育
成
就
労
」政
府
素
案

ミ
ャ
ン
マ
ー「
徴
兵
制
」の
影
響

大
手
も「
特
定
技
能
受
入
れ
」


